



Japanese cultural advancement to Indochina through a movie distribution strategy
TESHIGAWARA Akira 
勅使河原　章
In 1939, Japan enacted a movie law to control movies by the government. In late 1940, the 
Information Bureau created Nanyo-Eiga-Kyoukai, a movie association company, to promote 
Japanese movies across South-East Asia. While French cinema was yet to arrive in Indochina, a 
large-scale movie supply group company in Indochina called Eden had requested the Japanese 
Government to supply Japanese news films and cultural movies. Masayoshi Yamane, a 
representative of Nanyo-Eiga-Kyoukai, went to Hanoi to meet the Eden Group, and after lengthy 
negotiations, signed a contract to supply not only Japanese news movies and cultural films but 
also twelve Japanese feature films per year. The first movie, La Symphonie Pastorale, was a 
success beyond expectations. Thereafter, numerous films were distributed to Indochina. By late 
1942, due to the Japanese government’s cultural advance policy by film to South-East Asia, the 
company transferred from Nanyo-Eiga-Kyoukai to Eiga-Haikyu-Kaisya. By the end of 1943, 
the company signed a contract with another distribution company in Indochina—the Majestic 
Group—and subsequently, Japan established distributorship in almost eighty percent of the 
theaters in Indochina. 
After the March 9 coup, in July and August, Japanese movies were screened in Hanoi. This 
was confirmed via an advertisement for movies in Bình Minh Newspaper. Most of the Japanese 
movies were so-called war propaganda movies such as Gotin, Aiki Minami he Tobu, and L’Aube 
de la Liberté; however, there were also culturally valuable films, such as ZIHI SINTYO, which 
recorded the world’s first brood parasite. Thus, not all Japanese movies were propaganda movies, 
and cultural films with high academic value also existed. 
In conclusion, seventy Japanese films were delivered to the Indochina region, and Japan 
made more than five movies in Indochina. The distribution of Japanese movies in Indochina was 





































































第 3 章　仏印処理後の状況（1945 年 3 月－8 月）
　 1．ベトナム語紙 『ビンミン』Bình Minh
　 2．広告から見る『ビンミン』
　 3．1945 年 4 月から 6 月のハノイの映画上映状況























































1999:72-79］。英語の名称は、The Center for Inter-
national Cultural Relations であるが、KBS（国際文化振
興会の頭文字）という方が海外でも親しまれている。














　仏印での文化交流活動は 1939 年～ 1940 年頃から始
まっており、外務省の仏印の出先機関であるハノイな























　 （1943 年 -1945 年 3 月）












































































































1941 年 1 月 1 日号 :11］。ハノイ支社は 1941 年 1 月 12



















　仏印の人口は 2,300 万人内、フランス人 4 万、支那
人（ママ）30 万人に比し安南人の人口は 1,700 万に及
ぶ［秘田 1942:16-17］。1942 年の時点で仏印には映画










































ピ ア ス ト ル
弗半でそれから下は安楽椅子だったり、籐椅子だっ















行、夜の 9 時 15 分頃から開館されて、11 時 15 分頃
までの 2 時間興行である。番組は、長編 1 本に漫画、
文化映画、ニュースなどを添え、最初に市内の商店の






















































1942 年 2 月に山根正吉は、『映畫旬報』主催の対談の
中で、議長として、日本に留学しているインドネシア











































あげた。［映畫旬報 1943 年 4 月 11 日号 :75］

















い［映畫旬報 1943 年 4 月 11 日号 :76］。
4．『南洋映画協会』の二年間（1940 年末から











　南映の蓄積として 1942 年 8 月現在 , 仏印のフィル
ムの在庫は以下通りとなった。劇映画「田園交響楽」
含め 5 本（全て仏版）, 文化映画「東京―北京」含め
41 本（内フランス語版 29 本）また文化映画の中で文
化振興会制作したものが「現代日本」含め 7 本（全









旬報 1942 年 9 月 11 日号 : 6］。泰、仏印は、大使館の
配下となり、その他は軍の支配下になった［映畫旬報



































込まれたことがわかる。正式には 1942 年 12 月 1 日か
らであるが、仏印支社が実際に活動開始したのは、
1943 年 1 月からであった。南映時代の駐在員 4 名（サ
















1）1942 年 12 月大東亜戦争勃発 1 周年の記念行事
として一連の企画が行われた。
12 月 7 日　サイゴン、エデン・シネマ
　　　　　「マレー戦記」「勝利の記録」観覧者 700 名
12 月 8 日　サイゴン、エデン・シネマ
　　　　　「空の神兵」「勝利の記録」「日本ニュース」
　観覧者  1,050 名
12 月 8 日　ショロン、中国戯院
　　　　　「空の神兵」「勝利の記録」観覧者  1,500 名
12 月 8 日　ペー街廣場
　　　　　「マレー戦記」「勝利の記録」
観覧者 18,000 名
12 月 9 日　ショロン、野外映写会
　　　　　「空の神兵」「勝利の記録」
観覧者 10,000 名







　これ以降、皇軍慰問及び宣撫映写会は 1943 年 1 月
































　④邦人招待映写会　2 月 15 日
劇映画「五人の斥候兵」佛印版、文化映画「花と
受粉」 日本ニュース　第 135 号






















音楽  レコード数枚（大使府提供）［映配 1943:75］








音楽  レコード数枚（大使府提供）［山根 1943b:12］
















































　⑧野外映写会（対華僑宣伝） 5 月 28 日
サイゴン　　　観覧人員　15,000 人
映画「愛国の花」1 巻、「海軍戦記」9 巻
［山根 1943 年 8 月 :12］
　7. と 8.　フィルム数に限りがある中、華僑向けと安
南人向けで作品を使い分けていることがわかる。
















5 月 12 日
Le Voleur de Bagdad Les.  
　1940 年 邦題 :「バグダッドの盗賊」
Les voyage de Gulliver
　1939 年「ガリバー旅行記」
Episode 邦題「女ひとり」
　1935 年 オーストリア ［キネマ 1972:72］





    1938 年   
Jeunesse, à toi le monde
    出典不明、仮訳 : 若者よ、世界は君らのもの
Pour la Justice




1º -- The Lawless frontier
　出典不明、
2º -- Far-West Mélody　
　オリジナルタイトル：THE BIG SHOW


























































雑誌第二次統合にあたり『映畫旬報』は 1944 年 12 月
1 日『映畫評論』と『新映畫』にわかれることになっ
た［映畫旬報 1944 年 11 月 21 日号 :15］。映畫評論は
1944 年月刊として発行されたが、1944 年暮れからは
隔月、季刊となり南方の記事は少なくなった。また













1943 年から 1945 年まで文化会館に従事していたが、
1945 年 3 月 9 日に小牧近江らが事前に知らない中で
［小牧：161-164］仏印処理が行われた。







は「大越新青年機関」であり、5 月 9 日（42 号）から
「ベトナム新青年機関」と改名された。1945 年 3 月 12
日に第 1 号が発行された。これは村上さち子が記して
いる「3 月 12 日に、ベトナム語新聞が、憲兵隊の勢
力下ではあるが 、発行された。」［村上 1984:506］に
記載された新聞と考える。『ビンミン』は 1945 年 3 月


































たが、5 月 9 日から「ベトナム新青年機関と改名した。
<8 号 3 月 28 日 > 発行人：大越新青年機関.;
　　　　　　　　　　　   主筆カイ・フン
<42 号 :5 月 9 日 > 発行人：ベトナム新青年機関；





　 （名目 :1945.6.1-1945.8.18 実際は 6 月 20 日まで）
3. 上記に 2 名とは別の人物 （1945.6.21-1945.8.18）
4. ビンミン（1945.8.20-8.27）ベトミンへ移管。
　紙面を見るかぎり 3 月から 4 月に関しては日本の影
響は全くなく、日本関連記事は同盟通信社等による戦
況ニュースを除くとほとんどなかった。5 月になって
主筆であったカイ・フンは 5 月 21 日コラム「小事話
（Chuyện vụn văt）」 を最後に『ビンミン』から離脱した。
言語・地域文化研究　第 27 号　2021
416
主筆が不在となった 5 月 22 日から 5 月 30 日までは新
聞は存在しない（ANOM 保管新聞も欠番となってい
る）。筆者は主筆の脱退により新聞発行そのものがな


















8 月 2 日 の 広 告： タ バ コ 2 件 LION..MICANOH, 
EROS..VIRGINA, 歯磨き 1 件 GLYCERINA、 理髪 HIỆU 
CẠO và NHÀ TẢM P.N.Phun, 薬 ĐẠI QUANG DƯỢC 
PHÔNG, 映画 1 式（7/27-8/2）
3. 1945 年 4 月から 6 月のハノイの映画上映状況
　仏印処理後の 4 月と 5 月映画では当時の残った新聞
［Tin mới: 1945. 4. 25］［Tin mới: 1945. 6. 2］［Tin mới: 





料の低価な 2, 3 流館となっている［映畫旬報特別号
1942 年 4 月 1 日 : 16］。映画のタイトルはいずれもフ
ランス語であるが、該当するフランス映画が存在しな
いことと戦時中フランスからの映画購入が困難となっ
ていた［映畫旬報特別号 1942 年 4 月 1 日 : 16］こと
から、日本映画である可能性があると考える。







LE DEVOIR DE CHACUN  
みんなの義務→フランス映画不明→邦画の可能性あり。
LE VENUS DE L'OR	 	
La Vénus de l'or（film, 1937） Golden Venus
APRES LA PLUIE LE BEAU TEMPS 
仮訳：雨のち晴れ、不明。Après la pluie, le beau 




LE MIOCHE : 1936 film français、邦題：「赤ちゃん」
L'AMOUR DE SON PROCHAIN 彼の隣人の愛
LES AILES QUI S'OUVRENT 開く翼
Les ailes s'ouvrent:1921  film France か？
IDEAL DU MARIAGE  --> 1942 邦画
「結婚の理想」と思われる。
MISTER FLOW 1935 年仏  邦題
1940 年「フロウ氏の犯罪」
4. 1945 年 7 月から 8 月のハノイの映画上映状況
　『ビンミン』108 号（7 月 7 日）から映画館の広告が
載るようになった。広告掲載映画館は 6 月までに他の
ベトナム新聞に載っていたのと同様であり『ビンミ
ン』130 号（8 月 23 日）まで映画広告は掲載されてい

















































1943 年 「日本の大学」　日映　* 南方向け作品［FC 
2006a:298］








1943 年 「歌行燈」東宝　原作 : 泉鏡花　花柳章太
郎、山田五十鈴出演
明治 30 年頃に起こった謡曲界の 1 挿話に
取材、厳しい芸道精進の精神と苦心を描く










昭和 18 年 , 戦時下の将来を背負って立つ















1944 年 「轟沈」　大映 " 昭和 19 年度日本文化映画
総覧 p461
インド洋上に於ける潜水艦の作戦記錄 , 渡
























Tamara la complaisante　1938 年フランス映画（仮
訳 : 独りよがりのタマラ）






















































コ ー チ シ ナ
阯支那（南部）のベトナム三国とラオ
ス、カンボジアを加えた五国を指すが、ベトナムのみを指す場合が多い。





 4 例えば、「各都市で絵画展 , 写真展 , コンサート , 演劇など様々な文化行事が催された」［難波 2006:201］。
 5 例えば、白石昌也．1984「チャン・チョム・キム内閣設立（1945 年 4 月）の背景 - 日本当局の対ベトナ
ム統治構想を中心として」、横山正幸．2017『外交官・横山正幸のメモワール』








育振興会の『ハナシコトバ』上 ･ 中 ･ 下､『日本語読本』巻一､ 巻二､『日本文化読本』､ 台湾の『簡易国
語読本』巻一､ 巻二､『日本語教科書』巻一､ 巻二､ 巻三､ 巻四などが使われていた｡ 日本語学校によっ
ては､ 従来どおり教師作成の自主教材なども使われていた｡ 南洋学院では､ 開設（43 年 6 月）当初は南
洋協会の日本語教科書や国定国民学校教科書が使われていたが､ 44 年 9 月の時点では､ 日本語教育振興
会の『日本語読本』に徐々に置き換えられつつあった［宮田 2004:43-44］。他に、松本信広『安南語入門』
（印度支那研究会、1942 年）、 Katu Muramatu, Annam Cơ bản ngữ、1943 年（村松嘉津『基礎ヴェトナム語　
復刊』大学書林、1957 年）、南部二郎『最新自習安南語会話大全』 （台北、1943 年）などもある。
 9 ベトナム人のこと。








17 オリンピア Olympia は 1938 年にドイツで製作された二部作からなる 1936 年ベルリンオリンピック映画。
監督はレニ・リーフェンシュタールで日本では「民族の祭典」「美の祭典」として公開された。
18 1939 年 Le Récif de Corail. 邦題 : サンゴ礁［キネマ 1972:140］
19 1938 年 Adrienne Lecouvreur. 邦題 : 仏蘭西座［キネマ 1972:275］
20 現在の Hàng Chuyên 通り
21 1943 年「ジャワの学校」: 陸軍報道班員現地報告第一輯（しゅう）日本映画社 : 軍政部の努力で開かれたジャ
ワの学校における現地人の再教育場面を描く［FC2006c:415］。
 1944 年「石油のボルネオ」: 海軍報道班員現地報告第二輯 日本映画社。オランダ兵が爆破し去った、南ボ
ルネオ バリツクパパンの石油精製工場を復旧する海軍設営隊員の労苦を描く［FC 2006c:427］。
22 1919 年（大正 8 年）東京高等工業学校（現在の東工大）在学中の田中三郎、田村幸彦両氏が『キネマ旬報』
として創刊し 735 号まで続いた［キネマ旬報 1940 年 11 月 21 日号 :177-182］1940 年内務省による定期刊
行物の統制により廃刊。田中三郎が答申案を出し当局に認められ 1941 年 1 月 1 日から『映畫旬報』とし





月 1 日号］［映畫旬報 1943 年 11 月 21 日号］
23 『ビンミン』Bình Minh（平明）意味は黎明、夜明け。初期の Bình Minh は、大越新青年機関が発行している。




ン（Nguyễn Văn Vĩnh, 1882-1936）の息子。詩人グエン・ヌック・ファップ Nguyễn Nhược Pháp の異母兄弟。
26 telex 方式の記述による新しい印刷方式 : 既存のフランス語タイプライターが活用できるメリットがあった
27 日本最初の野鳥生態写真家。100 年前にカワセミの写真を撮った。
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ベトナム語新聞
Bình Minh 1945 年 3 月―8 月
Sài Gòn  1943 年 5 月
Tin mới  1945 年 5 月
　　（勅使河原 章）研究ノート　　
アジア太平洋戦期における日本の対仏印文化工作
―対仏印映画工作としての日本映画上映について―
